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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 356 △23.0 △53 ― △53 ― △48 ―

22年3月期第3四半期 462 ― △2 ― △2 ― △6 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △339.95 ―

22年3月期第3四半期 △48.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 52 △21 △53.8 △198.77

22年3月期 114 27 17.6 141.17

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  △28百万円 22年3月期  20百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 468 △25.6 △75 ― △75 ― △70 ― △487.70



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4 「2.その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 143,530株 22年3月期  143,530株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 143,530株 22年3月期3Q 143,530株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第３四半期累計期間における我が国の経済は、企業収益は改善基調にあり、設備投資は持ち直しつ

つあるものの、改善ペースは緩やかであります。また、雇用・所得環境も幾分和らいだものの厳しく、

個人消費も駆け込み需要の反動により弱まる等、景気は足踏み状態にあります。  

 当社の顧客対象である中小企業におきましては、緩やかながら回復の兆しが見られるものの、依然と

して業況判断は大きく下回るなど、事業環境は引き続き厳しい状況となっております。 

 また、企業等によるオフィスビルの需要は、引き続き事業縮小・撤退の動向や景況の先行き不透明感

等を背景に弱含んで推移し、厳しい状況が続いております。東京都心５区（千代田、中央、港、新宿、

渋谷）のオフィスビル市場においては、平成22年12月末時点のオフィス空室率は、8.91％と２ヶ月ぶり

に低下し、景気の足踏み状態からオフィス需給が本格的に改善する兆しが見えない状況が続いておりま

す。また、平均賃料は、平成22年12月末時点において前年同月比1,393円下落し17,585円／坪となり、

引き続き調整局面が続いております。 

 このような経営環境下で顧客企業において、更なるコスト削減のための移転需要を捉えるため、当社

は前事業年度より取り組みを始めました不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラやオフィス機

器・什器の手配までトータルにサポートする不動産関連業務を中心に営業活動を進めて参りました。 

（売上高）  

  売上高につきましては、当第３四半期累計期間におきましては、356,529千円(前年同四半期比  

 106,366千円の減少)となりました。  

 （営業損益・経常損益）  

  当第３四半期累計期間の営業損益・経常損益に関しては、営業損失は53,402千円（前年同四半  

 期は2,342千円の営業損失）、経常損失は53,389千円（前年同四半期は2,042千円の経常損失）と 

 なりました。これは売上高の減少（前年同四半期比106,366千円の減少）が主な原因でありま  

 す。  

 （四半期純損益）  

  上記の結果、当第３四半期累計期間の四半期純損失は48,792千円（前年同四半期は6,953千円  

 の四半期純損失）となりました。  

  

（資産）  

  当第３四半期会計期間末における資産の残高は、52,984千円（前事業年度末は114,906千円） 

 となり、61,921千円減少しました。これは主に現金及び預金の減少15,241千円、受取手形及び売 

 掛金の減少37,248千円等によるものであります。  

 （負債）  

  当第３四半期会計期間末における負債の残高は74,605千円（前事業年度末は87,734千円）とな 

 り、13,128千円減少しました。これは主に支払手形及び買掛金の減少8,112千円、未払費用の減 

 少3,261千円、未払消費税等の減少6,112千円等によるものであります。  

 （純資産）  

  当第３四半期会計期間末における純資産の残高は△21,620千円（前事業年度末は27,171千円） 

 となり48,792千円減少しております。  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況の分析）  

  当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年 

 度末と比べ15,241千円減少し8,072千円となりました。 

  なお、当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）  

  当第３四半期累計期間における営業活動の結果使用した資金は15,241千円（前年同四半期は    

 10,072千円の使用）となりました。収入の主な内訳は、売上債権の減少額37,248千円、未収入金 

 の減少額1,575千円等であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額8,112千円、未払消費税等  

  の減少額6,112千円等であります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）  

  当第３四半期累計期間における投資活動の結果得られた資金又は使用した資金はありません 

 （前年同四半期は12,651千円の獲得）。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第３四半期累計期間における財務活動の結果得られた資金又は使用した資金はありません  

 （前年同四半期は6,909千円の獲得）。 

平成23年３月期の業績予想につきましては、本日開示いたしました内容のとおりであります。   

 なお、本資料は発表日現在において入手可能な情報に基づいた見通しであり、実際の金額は今後  

の様々な要因によって変動する場合があります。 

(3) 業績予想に関する定性的情報
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《簡便な会計処理》 

○一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がない 

と認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

○棚卸資産の評価方法  

  当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地 

 棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却 

 価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

1. 会計処理基準に関する事項の変更  

「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

 当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

2. 表示方法の変更 

 前第３四半期累計期間において、販売費及び一般管理費の「その他」に含めていた「人材派遣料」

は、明瞭性を高めるため、当第３四半期累計期間では販売費及び一般管理費の「その他の人件費」に含

めるよう変更しております。 

 なお、前第３四半期累計期間の販売費及び一般管理費の「その他」に含まれる「人材派遣料」は

3,054千円であります。 

  

当社は、前事業年度において４期ぶりに単年度黒字化を達成しましたが、第１四半期会計期間、第２

四半期累計期間に引続き、当第３四半期累計期間においても営業損失を計上しております。また、営業

活動によるキャッシュ・フローは４事業年度続けてマイナスとなり、当第３四半期累計期間においても

引き続きマイナスとなっており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存

在しておりますが、当社は当該状況を解消すべく以下のとおりに取り組んでおります。 

 当社は、従来の顧客基盤を活かした各種インフラやオフィス機器販売等につきましては、事業全体レ

ベルでフォーバルグループのリソースと共有化を図り、引き続き低コストオペレーション化に取り組む

ことで、収益力の向上を図って参ります。 

 また、前事業年度より取り組みを始めました不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラやオフィ

ス機器・什器の手配までトータルにサポートする不動産関連業務につきましては、引き続き取り組みを

強化して参ります。 

 上記に加えて、収益モデルが労働集約型の当社といたしましては、人材の質量を確保し拡大すること

がイコール会社の成長となるため、中途採用による人材の確保を積極的に進めるとともに、社員教育に

よる人材の成長に取り組むことで、事業基盤の強化を図ってまいります。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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 また、ナビサイトによる集客を強化すべく、ページリニューアルを実施し、物件情報の強化に取り

組んでまいります。 

以上の取り組みにより不動産仲介の営業社員一人当たりの成約数を増加させ、それに伴い増加を見込

んでおります内装工事の受注、各種インフラの取次ぎ、機器・什器の販売により利益の増加を図って参

ります。併せて事務所賃料の軽減等引き続き諸費用の削減に取り組んで参ります。 

 以上の施策を実行することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は存在しないものと考え

ております。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,072 23,314

受取手形及び売掛金 40,735 77,984

その他 5,078 9,612

貸倒引当金 △5,270 △1,069

流動資産合計 48,616 109,841

固定資産   

有形固定資産 1,335 321

投資その他の資産   

その他 4,268 5,944

貸倒引当金 △1,234 △1,201

投資その他の資産合計 3,033 4,743

固定資産合計 4,368 5,064

資産合計 52,984 114,906

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,257 31,370

未払金 35,693 31,874

未払費用 7,127 10,388

未払法人税等 712 1,194

賞与引当金 699 1,200

関係会社整理損失引当金 2,289 2,029

その他 2,731 9,676

流動負債合計 72,511 87,734

固定負債   

資産除去債務 1,620 －

その他 474 －

固定負債合計 2,094 －

負債合計 74,605 87,734

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 △128,529 △79,737

株主資本合計 △28,529 20,262

新株予約権 6,909 6,909

純資産合計 △21,620 27,171

負債純資産合計 52,984 114,906
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 462,896 356,529

売上原価 288,445 215,677

売上総利益 174,450 140,852

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 18,577 15,052

その他の人件費 69,130 84,814

その他 89,085 94,387

販売費及び一般管理費合計 176,793 194,254

営業損失（△） △2,342 △53,402

営業外収益   

受取利息 18 11

受取賃貸料 921 －

雑収入 1,703 0

営業外収益合計 2,643 12

営業外費用   

社債発行費等 2,166 －

雑損失 175 －

営業外費用合計 2,342 －

経常損失（△） △2,042 △53,389

特別利益   

前期損益修正益 882 －

賞与引当金戻入額 － 500

事業整理損失引当金戻入額 800 －

事業譲渡益 － 6,041

その他 200 19

特別利益合計 1,882 6,561

特別損失   

リース解約損 － 274

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 243

事務所移転費用 1,542 －

事業再編損 4,294 －

関係会社整理損失引当金繰入額 － 259

特別損失合計 5,837 776

税引前四半期純損失（△） △5,997 △47,605

法人税、住民税及び事業税 956 713

法人税等調整額 － 474

法人税等合計 956 1,187

四半期純損失（△） △6,953 △48,792
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △5,997 △47,605

減価償却費 108 363

貸倒引当金の増減額（△は減少） 869 4,233

賞与引当金の増減額（△は減少） 600 △500

引当金の増減額（△は減少） △961 －

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △7,863 －

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 259

受取利息及び受取配当金 △18 △11

売上債権の増減額（△は増加） △13,847 37,248

たな卸資産の増減額（△は増加） 50 101

仕入債務の増減額（△は減少） △4,511 △8,112

未払金の増減額（△は減少） 13,388 3,818

未払費用の増減額（△は減少） － △3,261

差入保証金の増減額（△は増加） 350 1,500

前払費用の増減額（△は増加） △194 862

未収入金の増減額（△は増加） 342 1,575

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,387 △6,112

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,232 －

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

△3,232 －

その他 △483 1,589

小計 △14,779 △14,050

利息及び配当金の受取額 0 4

法人税等の支払額 △1,027 △1,195

法人税等の還付額 10,028 －

事業再編による支出 △4,294 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,072 △15,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △482 －

投資有価証券の売却による収入 5,200 －

差入保証金の差入による支出 △654 －

差入保証金の回収による収入 8,619 －

その他 △30 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 12,651 －

財務活動によるキャッシュ・フロー   

新株予約権の発行による収入 6,909 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,909 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,488 △15,241

現金及び現金同等物の期首残高 11,597 23,314

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,086 8,072
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当第３四半期累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)  

  該当事項はありません。 

  

当第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成22年３月31日残高  (千円) 100,000 - △79,737 20,262

四半期累計期間中の変動額

 四半期純損失 △48,792 △48,792

四半期累計期間中の変動額合計 
            (千円)

△48,792 △48,792

平成22年12月31日残高  (千円) 100,000 - △128,529 △28,529
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